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研究を始めるのに必要な知識・能力
　生物学かࢉܭ機かどちらかがきであることが必要です。いくら取り組んでもۤにならないと͑ࢥることです。研究を始めるには大
学教ཆఔ度の生物学の知識は必要ですが、新しい学術知識・ࢉܭ機技術を研究とฒ行して常にษڧしていきます。そのため、大学Ӄ
という場で研究に戦しようとするڧい決意によって、自分の能力をҾきग़していただきます。研究室内֎のؒや先ഐ、先生方と議
論しながら自分の研究スタイϧを֬立してΏきます。

研究室の指導方針
　̍つのテーマを持って研究に取り組む事を通じて、様々な問題解決を体験しながら配属した研究所での研究活動に参Ճします。技術
職として将来発生する新しい問題を解決できる力をつけていただきます。༩͑られたঢ়گԼで、ઐ門知識をݩに物事の本࣭をつかみ、
様々な問題解決に取り組むਓ材ҭ成を目ࢦします。

この研究で身につく能力
　ήϊムデータϕース、タンύク࣭の分子メカχζム、分子動力学による分子機能の解ੳ、プロάラミンά技術、システムΤンジχΞリ
ンάの方法論の技術的な知識の習得がՄ能です。
　研究開発やプϨθンテーションだけでなく、新しい科学技術に携Θる企画やӦ業における様々な問題解決に立ちかうことのできる
技術職としての૯合的な力をつけていきます。

修了生の活躍の場
　֤種製造業の研究開発、システムζΤンジχΞ、ιフトウェΞ開発、Ӧ業職、大学およͼ研究所職員、など様々です。

研究内容
　λϯύΫ࣭ͳͲੜମ子ͷػͱͦͷϝΧχζϜΛ୳ΔͨΊͷɺόΠΦΠϯϑΥϚςΟΫεͷ
ख๏։ൃΛਐΊ͍ͯ· ɻ͢大نػࢉܭΛ׆༻ͨ͠ཏతͳ୳ࡧɺ͞Βʹ実ݧతσʔλʹ͋Δ
ใͷܽଛΛิ͏ղੳ๏ͷ։ൃͳͲɺใֶతͳख๏Ͱੜ໋Պֶʹ͓͚Δ知ࣝൃݟΛࢦ
͠· ɻ͢

　実ݧతʹػ͕ղੳ͞Εͨ子ͷཱମߏ͔ΒΈΛཧղ͢ΔͨΊʹɺ子ྗ場ʹΑΔγ
ϛϡϨʔγϣϯ͕ඞཁͰ ɻ͢ඪత子ͷػΛ୳ΔͨΊɺ֤छ子ੜֶతσʔλϕʔεʹ͋
Δؔ࿈ใΛ׆༻͠· ɻ͢ใՊֶʹΑͬͯ実ݧσʔλʹ͋ΔใΛΑΓਂ͘ัΒ͑Δख๏Λ
·͠ڀݚ ɻ͢

γεςϜཧใ౷߹ج൫ͷ։ൃ
　大نܭଌσʔλ͔ΒΦϛοΫεؔ࿈σʔλΛந出͠ɺ子ϓϩϑΝΠϦϯάٕज़ʹΑΓඪత
ༀิީࡎͷ୳ࡧυϥοάϦϙδγϣχϯάʹ͕ܨΔڀݚΛࢼΈ· ɻ͢·ͨσʔλΛΑΓޮ
తʹ利༻͢ΔͨΊɺσʔλͱղੳཁૉٕज़ΛॊೈʹΈ合ΘͤՄͱ͢ΔϫʔΫϑϩʔղੳج
൫ͷߏஙʹऔΓΈɺηϚϯςΟοΫٕज़Λ༻͍ͨ知ࣝൃݟΛਐΊ͍ͯ· ɻ͢

λϯύΫ࣭ෳ߹ମͷ૬࡞ޓ༻γϛϡϨーγϣϯ
　λϯύΫ࣭ಉ࢜·ͨ֩ࢎ子ͱͷෳ合ମʹ͓͚Δ子ೝࣝϝΧχζϜΛ୳ΔͨΊɺෳ
合ମͷ子ಈྗֶ͓Αͼྔ子Խֶ͔ࢉܭΒ૬ޓ作༻Λղੳ͠· ɻ͢ 1%#ཱମߏσʔλϕʔ
εʹݟΒΕΔ૬ޓ作༻Λཏతʹ୳ͨ͠ࡧ૬ޓ
作༻ͷ౷ܭΛͱʹɺඪత子ͱͷυοΩϯά
༧ଌΛࢼΈ· ɻ͢

Թిݦࢠඍڸը૾ʹཱͮ͘جମߏղ
ੳ
　λϯύΫ࣭ͳͲͷԹి子ݦඍڸը૾Λ利
༻ͨ͠正֬ͳཱମߏϞσϦϯάΛ行͏ͨΊͷ
σʔλղੳٕज़ͷ։ൃͱͦͷԠ༻Λ行͍· ɻ͢

ੜମࢠͷߏɾػਪఆ
　ੵͷਐΉੜମ子ใʹؔ͢ΔσʔλΛ
利༻ͨ͠λϯύΫ࣭ͳͲͷ未知ཱମߏػ
ͷਪఆΛ行͏ͨΊͷٕज़ͷ։ൃͱͦͷԠ༻Λ行
͍· ɻ͢

研究環境
本研究室は、ฏ成��よりܧଓする国立研究開発法ਓ産業技術૯合研究
所・生໋情報科学研究センターとの連携活動を中心に展開してきました。
౦ژ大学やૣҴా大学の連携研究室もซ設され、国内֎のόイオインフΥ
マティクス、̖̞ ଌ実験などの幅広い分野をカόーした研究者によるセܭ、
ミφーなど、センター内֎の研究者とのަྲྀの場໘があります。

研究設備
産業技術૯合研究所内の大نࢉܭ機
力֮フィーυόック�自༝度ೖ力ஔ（(eomaHiD社製）

（写真左から）
客員教授：Ҫ ݈ଠ k-tomii@aist.Ho.jp
客員教授：Ҫ　一 k-GVkVi@aist.Ho.jp

　˞બできる教ҭプロάラムについては、ೖ学後、୲当教員に֬ೝしてください。

ੜ体ࢠใֶ研究室
（研究開発๏ਓ産業技術૯߹研究所ཱࠃ）
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